






おとむらい牧師隊とは、経済的な理由で通夜

や告別式などをせず、火葬だけの葬儀（直葬）

をする方々のために、福岡県内の牧師たちが結

成した、無償でお弔い活動を行っているＮＰＯ

法人です。一昨年に、グリーンコープ生協ふく

おかの福祉活動組合員基金に申請されたことを

きっかけに、おとむらい牧師隊との連携が始ま

りました。今回、おとむらい牧師隊の理事長を

務める石村修善さんと牧師の田宮宏介さんにお

話を伺ってきました。 

－－おとむらい牧師隊を立ち上げた経緯を教え

て下さい。 

（理事長：石村さんより） 
「私はクリスチャンで、キリスト教（プロテス

タント）葬儀の『オリーブ山葬祭』という葬

祭業を営んでいます。

ある時、生活保護を受

給している方の葬儀対

応を多く行っている葬

祭業者仲間が電話をか

けてきて『今日の葬儀

にはお坊さんが来てく

れるんだよ』と興奮気

味に話したことがあり

ました。葬儀をするときは、お坊さんが来て、

弔いをしてくれるのが普通と思っていました

が、生活保護受給者が葬儀を行う場合、それ

は稀なことだったのですね。お坊さんを呼ぶ

とお金がかかり、それが払えないのです。葬

祭扶助で賄われる費用にはお坊さんへのお布

施代金などは含まれないのです。私にとって

は、故人をお見送りするときに、お坊さんが

来ないと言うことは本当に衝撃的なことでし

た。私自身は、お金のあるなしに関わらず、

人は平等で、亡くなった時には、きちんと故

人を弔うためにも、どうにかしたいという想

いから、今の団体を立ち上げました」

－－今の活動をやっていて良かったと感じたこ

とを教えて下さい。（理事長：石村さんより）

「私は牧師さんと一緒に生活困窮世帯の葬儀

に同行することが多々ありますが、葬儀の時

に遺族の方が牧師さんを見ると『これでやっ

と葬儀をすることができるんだ』という安堵

の目に変わります。その場面はとても嬉しい

ですね。あと、遺族の方から両手で牧師の手

を握り『ありがとうございました』と言うの

を見た時は、活動をして良かったと実感しま

す」 
（牧師：田宮さんより） 
「過去にこの活動をする中で、喪主さんが『骨

は全部そこらへんに捨てて欲しい』など故人

を弔うような言葉がない状況で火葬を迎える

場面がありました。しか

し、炉前のお祈りが終わ

り、火葬が終わるまでの

間、喪主の方と色々なお

話しをするうちに、最後

には『やっと父親を許せ

た気がします』という言

葉が出てきました。様々

な事情を抱える方が多

くおられます。私は、話

に耳を傾けることで、葬儀という最後の場所

ですが、その場所が『和解の場』となったこ

とがとても嬉しく感じました」 
－－今後やりたいことはありますか 

（理事長：石村さんより） 

「高齢の生活困窮者の方々にとって、自身の葬

儀やお墓のことは大きな不安の種となってい

ると思います。葬儀をするお金がない、自分

が入るお墓がないなどの悩みを、生きている

間に解消し、残された人生を安心して生きて

もらえるような活動を行いたいです。そのた

めに、今はおとむらい牧師隊でお墓を持って

いないのですが、将来的には、抱樸館のよう

な共同で入ることができるお墓を持つことで、

生活困窮者の方々のお墓の悩みに対応できる

ようにしていきたいですね。今、共同でお墓

に入るという意味で、墓友（はかとも）とい

う言葉もありますし、永遠のルームメイトと

言う人もいます。今後も皆で頑張って活動を

続けていきたいと思います」 
－－ありがとうございました。 

抱樸館の共同墓地に眠る仲間に祈りを込めて 
おとむらい牧師隊を取材してきました 
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福岡市博多区でホー

ムレス支援を行って１

９年目になる美野島め

ぐみの家を訪問しまし

た。毎週火曜日に行っ

ている炊き出しは福岡

市博多区美野島にある美野島司牧センターの講

堂を借りて、ボリュームたっぷりの昼食の他、

その日の晩御飯になるような弁当やおにぎりの

提供、衣類等を提供しています。 

２年前に建て替えした新しい美野島司牧セン

ターでのホームレス支援

の様子と、新型コロナウイ

ルス感染拡大によってホ

ームレス支援の現場にど

のような影響を及ぼして

いるか、理事長の瀬戸紀子

さんにお聞きしました。 

－－いまは新しい司牧セ

ンターで炊き出しをされていますが、建て替

え工事を行っている間の炊き出しはどうされ

ていたのですか。

「ホームレスの方への昼食の提供は止めること

ができないので、別の教会で弁当を作って、

近くの公園で提供していました。幸い一度も

雨に降られることはありませんでした。しか

し、突風が吹いてテントが道路に飛んでしま

うということがありました。車が来たら事故

になるところで一瞬ヒヤッとしましたが、何

事もなくホッとしました。夏の炎天下や冬の

寒風吹きすさぶなかでの炊き出しになります

ので、屋根がない場所での活動はとても大変

でしたね」 
－－最近の炊き出しの様子を教えてください。 

「新型コロナウイルスの影響で美野島司牧セン

ターが使えなくなって、今年の３月から公園

で炊き出しを行っていました。炊き出しでは、

生活困窮者とホームレスの方に食事等を提供

していましたが、参加者が８０人を超えて密

を避けられない状態となったため、４～５月

はホームレスの方に限定して炊き出しを行っ

てきました。この間は厨房も使えないので、

弁当のおかずをボランティアが各家庭で作っ

て持ち寄っていました。家庭の台所で約６０

人分を作るのは本当に大変でした」 
「その後、ようやく６月から司牧センターでの

炊き出しを再開し、ホームレスの方だけでな

く生活困窮者の方

への食事の提供も

できるようになり

ました。司牧センタ

ーの厨房を使える

ようになったので、

お弁当作りの負担はなくなりましたが、人数

が増えたことによって新型コロナウイルスの

集団感染を発生させないことをスタッフ全員

で意識し、スタッフ

が多いと感染リス

クが高まるので、現

在、スタッフは半分

の数で実施してい

るところです」

「対策としては、スタッフ全員がマスク着用、

来場者への消毒と検温の徹底、三つの密を避

けるようにしています。また、食事の提供は

２０人ずつの交代制とし、対面では食事を摂

らないようにしています。また６月から散髪

ボランティアの方

にも隔週で来てい

ただいて、散髪も再

開していますが、密

にならないよう注

意しています」 
－－新型コロナウイ

ルスの感染拡大の

前と後で違うこと

はありますか。

「経済に対する影響

は大きいと思いま

すが、ホームレス支

援の現場としては大きな変化は特にありませ

ん。ただ、新聞やテレビ各社がコロナ禍での

コロナ禍におけるホームレス支援の現場より
美野島めぐみの家と福岡おにぎりの会で話を聞きました 
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美野島めぐみの

家の支援の様子

を報道され、そ

の後でたくさん

の方々が、善意

の寄付金を送っ

て下さいまし

た。ボランティア一同、本当に感謝していま

す。最近は新顔の方がじわじわと増えてきて

います。年齢もバラバラですが、平均すると

５０歳代の方が増えています。この１ヶ月で

も新しい方が１１名参加しています。２００

８年のリーマンショックのときは年末からど

んどん増えて翌年３月のピーク時には３３３

人もいましたので、少し様子が違いますね。

ただし、これから寒くなるにつれてホームレ

スの方が増えてくるのではないかと考えてい

ます」

－－リーマンショックの時との違いは何でしょ

う。 

「リーマンショック当時は抱樸館福岡もなかっ

たですし、いまは受け皿が増えていることが

大きな要因ではないでしょうか。当時は生活

に困っても相談する場所が限られていました

が、いまは生活に困ったり、住む場所がなく

なったりしても、役所に行けば相談の窓口を

紹介されますし、そこで必要な手当てが受け

られます。これは大きいですね」 
「ただし、新型コロナウイルスの影響等につい

て詳しい状況を知りたいので、９月～１０月

末の間でアンケート調査を実施する予定です。

年末までには新型コロナウイルスがホームレ

ス支援の現場にどのような影響を及ぼしてい

るかがわかると思います」

－－私たちの生活や仕事の有り様を今までとは

大きく変えていくようになりました。ウィズ

コロナの中で、今後、どのような支援を考え

ているかお聞かせください。

「ホームレス支援としては何も変わりません。

ウィズコロナという新しい生活様式の中で、

ホームレス支援において感染者を発生させな

い、集団感染を起こさない、そのことには十

分に意識しながら、これまで通りのホームレ

ス支援をしていきたいです」

－－コロナ禍でのホームレス支援、頑張ってく

ださい。ありがとうございました。 

福岡おにぎりの会は、福岡市内で路上生活を

余儀なくされている、ホームレス状態にある方

たちを支援する団体として１９９６年に発足し、

２００４年にＮＰＯ法人になりました。活動内

容としては炊き出しを中心に行い、ホームレス

の方と関わりを持ち続け、他の機関と連携を持

ちながら、自立に向けての支援などを行ってい

ます。今回、福岡おにぎりの会の理事長を務め

る郡島俊紀さんに話しを伺って来ました。 

－－福岡おにぎりの会で活動をするようになっ

たきっかけを教えて下さい。（写真：炊き出し

の準備をする郡島さ

ん） 

「実は、私自身は僧侶

で、おにぎりの会に所

属する前から、僧侶仲

間と一緒に物資の支

援やカンパ、そして保

証人バンクを立ち上

げたりしながらホームレス支援をしていまし

た。そんな中で、福岡おにぎりの会と出会い、

一緒になって活動するようになりました」 
－－コロナ禍の中での炊き出し活動で苦労して

いることはありますか。 

「一番大変なのは、ボランティアを多く募るこ

とができなくなったことです。また、コロナ

禍になる前は、ホームレス支援を行っている

別の団体と合同で

炊き出しをしてい

たのですが、コロナ

の影響で活動を中

止する団体が多く

なりました。そのよ

うな中でも、おにぎ

りの会は何とかし

て活動を続けようと、事務局のメンバーと定

期的に来てくださるボランティアの方々で、

なんとか頑張ってやっています」 
－－活動は具体的にどのようなことをしている

のですか。 
「私達は、施設を持っているわけではないので、

基本的には、夜回り（夜ホームレスの方を訪

問する活動）が中心となります。ただ、ご飯

福岡おにぎりの会 

－炊き出し現場を訪ねて－ 
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いることはありますか。 

「一番大変なのは、ボランティアを多く募るこ

とができなくなったことです。また、コロナ

禍になる前は、ホームレス支援を行っている

別の団体と合同で

炊き出しをしてい

たのですが、コロナ

の影響で活動を中

止する団体が多く

なりました。そのよ

うな中でも、おにぎ

りの会は何とかし

て活動を続けようと、事務局のメンバーと定

期的に来てくださるボランティアの方々で、

なんとか頑張ってやっています」 
－－活動は具体的にどのようなことをしている

のですか。 
「私達は、施設を持っているわけではないので、

基本的には、夜回り（夜ホームレスの方を訪

問する活動）が中心となります。ただ、ご飯

福岡おにぎりの会 

－炊き出し現場を訪ねて－ 

を渡すだけではなく、何か困っていることが

ないかなどの対話を通じて、どのような支援

ができるかを考えています。夜回りは夜２０

時より準備し２１時頃に出発、福岡市内を中

心に博多、天神、中洲など１０コースに別れ

てお弁当などの必要な物資を届けています。

お弁当以外にも、靴や洋服、毛布なども持ち

出します。今日お届

けする物資は（右写

真）お弁当、茹で卵、

お菓子、マスク、お

にぎりの会からの

お便りです。このお

便りには、一週間の天気や他の団体の炊き出

しの情報などが掲載されています」 
－－コロナ禍の中、支援の状況に変化はありま

したか。 
「福岡市内を巡回する中で、定期的に訪問して

いる方は９０名程で、最近は１００名を超え、

少し増えてきています。この中には、ホーム

レス生活が長い方が多くいて、実はこのホー

ムレス生活が長く

なってしまうと、な

かなか抜け出せな

くなってしまうの

です。なぜかという

と、一定期間をホー

ムレスで過ごせてしまうと『抜け出したい』

とは逆に『このままの生活が楽で良い』とい

う気持ちに変わってしまうことが少なくあり

ません。そうなると、体調を崩すなどして病

院に運ばれるまで、ホームレスとして過ごす

方が多くいますね」

－－活動をするなかで大変なことはなんですか。 

「一番は、関係を築きそれを保ち続けることが

難しいですね。ホームレス生活を余儀なくさ

れている方の中には、恐らくですが、障がい

を持っているであろうという方も少なくあり

ません。なので、関係を築くことは相当に大

変です。中には、人と関わることより、一人

でいる方を好む方もいます。このように様々

な事情を抱えた方へ配慮をしながら対応して

いくことは大変です」 
－－活動をやっていて良かったことや今後やり

たいことはありますか。 

「関わっている方々が、ホームレス状態から脱

却し自立したときは、ホッとするし、やはり

嬉しいですね。やりたいこ

とは、ビックイシュー福岡

で作成し、福岡おにぎりの

会でも配布している『路上

脱出ガイド』を作り直した

いです。このガイドには、

ホームレスの方々が今、必

要としている情報が記載されています。生活

保護を受けるための相談窓口やどのような支

援が受けられるか、炊き出しや、無料で健康

診断を行ってくれる病院の場所や日時などで

す。その情報が更新されているので、タイム

リーな情報が記載されているものを配布した

いですね。あと、ずっと思っていることは、

私達が行っている支援をしなくてよくなるよ

うな、路上で困っている人がいなくなる日を

迎えられることが一番ですね」 
－－最後の言葉は、本当にその通りですね。こ

れからも頑張って下さい。ありがとうござい

ました。 

今回、夜回りには、抱樸館の職員６名がボ

ランティアとして参加しました。福岡おにぎ

りの会の方々と一緒に訪問する中で、抱樸館

福岡の池田館長とホームレスのＡさんとの間

でこんなやり取りがありました。

Ａさんは４０代で、以前抱樸館福岡に話を

聞きに来ていました。しかし、抱樸館で過ご

すことをせずに、再びホームレスの道を選ん

でいる状況でした。池田館長は「あまり重た

く考えず、気持ちが今と変わって、もし、支

援を受けたくなったら、いつでも抱樸館に来

て下さい。支援が嫌

だったら、途中でや

めてもいいし、そん

なに難しく考えな

くてもいいですよ」

と優しく、またホー

ムレスの方の気持ちに配慮しながら声掛けを

されていました。色々な話しをする中で、最

後にＡさんは「ありがとうございます。考え

てみます」と言われていました。

ホームレス支援の第一歩は、現場での声か

けです。本人の気持ちに寄り添い、支援を行

っていくことの大切さを改めて感じました。 
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抱樸館福岡の入居・退居などの状況 

２０２０年８月末現在の入居者 
５６人（定員８１名） 男性５６名、女性０名  

２０２０年７～８月の新入居者数・退居者数  
新入居者数１９名  退居者数１４名 

（注：４月末までの入居者数１２４０名は、 
２度・３度入居した人も１名と数えています。） 
 

抱樸館北九州の入退居の状況は、特集の際に
ご案内します。 

 抱 樸 館 を 支 え る 会 の 概 要  
抱樸館を支える会の目的 
以下の事業・活動を目的としています。 
◇ホームレス者支援事業 
◇抱樸館に関する広報活動及び資金援助活動 
◇これらに附帯又は関連する事業 

設立年月日：抱樸館福岡が２０１０年５月に開設されるのに

あわせて同年４月１０日に設立 
正会員：以下の１７団体が正会員です。 
グリーンコープの各単協（１４生協） 
グリーンコープ連合会 
ＮＰＯ法人 抱樸（旧：北九州ホームレス支援機構） 
社会福祉法人グリーンコープ 

賛助会員 
２０２０年８月末の賛助会員は、以下の通り 

グリーンコープの共同購入組合員   ９，８６３名 
グリーンコープの店舗組合員・一般の方  １８１名 
企業賛助会員              １０３社◇ 

その他（抱樸館の所在地） 
抱樸館福岡（福岡市東区）    ２０１０年 ５月開所 
抱樸館北九州（北九州市八幡東区）２０１３年 ９月開所 
抱樸館下関：新たに開設を準備中 
抱樸館熊本（熊本市中央区）   ２０１８年１２月開所 

 
抱樸館福岡の見学のご案内（現在、中止中） 
・抱樸館福岡を身近に感じていただき、ホームレス問題を深く知っていただくために、広く見学を募ってきまし
た。多くの方が見学に訪れてくださり感謝申し上げます。 
・大変残念なことですが、現在コロナ禍のため、入居者の健康を最優先し、見学を中止しています。 
・状況が変わりましたら、会報やホームページ等でご案内を再開させていただく予定です。ご了承下さい。 

 
 
賛助会員を募集しています。 
賛助会員には、会報をお届けします。 

 
賛助会員の申込には２つの方法があります。 

①毎月２５０円の賛助会費を申し込みいただく 
（年間で３０００円です） 

毎月の商品代金と一緒に引き落としとなります。 
共同購入申込書の１３００で申し込みください。 

②１口１０００円の賛助会費を申し込みいただく。 
何口でも申し込み出来ます。 
申し込みいただいた月の商品代金と一緒に 
一括して引き落としとなります。 
共同購入申込書の１２９９で申し込みください。 

賛助会員は一度申し込みいただくと毎年更新さ 
れますので新たに申し込みいただく必要はありま 
せん。（グリーンコープの共同購入組合員の場合） 
①の賛助会員は毎月継続して２５０円請求させ 
ていただきます。②の会員は申し込みいただいた 
月に毎年一括して請求させていただきます。 

 
 
 
 
 
 

抱樸館を支える会 賛助会員募集
中 

抱樸館を支える会  賛助会員と会費について 

グリーンコープの共同購入組合員 

一般の方、グリーンコープの店舗組合員 

「抱樸館を支える会」事務局 
〒812-0011 
福岡市博多区博多駅前１丁目５番１号 

社会福祉法人グリーンコープ内 
電話 092-482-1964 

１口１０００円の賛助会費を何口でも申し込

み出来ます。 
郵便振替でお願いします。 
郵便振替 01710-0-123003 

一般社団法人 抱樸館を支える会 
 

 
企業賛助会員は、会費が１口１０，０００円で

す。出来れば３口（３０，０００円）以上でお願

いします。申し込みは、下記へ。 
 

抱樸館の連絡先 
抱樸館福岡 （電話 092-624-7771 FAX 092-624-7772） 

〒813-0034 福岡市東区多の津５丁目５－８ 

抱樸館北九州（電話 093-883-7708 FAX 093-883-7705） 

〒805-0027 北九州市八幡東区東鉄町７－１１ 

抱樸館熊本（電話 096-245-7521 FAX 096-245-7522） 

〒860-0811 熊本市中央区本荘 

企業賛助会員 募集中です 

３０代

9%

４０代

15%

５０代

25%

６０代

34%

７０代

11%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

入居者総数 
１２４０人 

開所から２０２０年８月末までの入居者数 

 

人数 割合

10代 6 0.5%

20代 63 5.1%

30代 109 8.8%

40代 187 15.1%

50代 311 25.1%

60代 415 33.5%

70代 140 11.3%

80代 9 0.7%

計 1240 100%

－ 8－

抱樸館を支える会　会報44号　2020年10月


